
 

令和４年７月 26日 

焼津市長 中  野  弘  道 様 

 

焼津市生きがい・交流部指定管理者運営評価委員長 

松永 年史 

 

焼津市生きがい・交流部指定管理者運営評価委員会報告書 

 

施 設 名 ディスカバリーパーク焼津 天文科学館 

事業年度 令和３年４月１日から令和４年３月 31日 

指定管理者 公益財団法人 焼津市振興公社 

担 当 課 焼津市生きがい・交流部 文化振興課 

 

委 員 会 報 告 事 項 評 価 

令和４年７月 22 日に本委員会を開催し、令和３年度のディ

スカバリーパーク焼津天文科学館の運営について、担当課の報

告及び指定管理者とのヒアリングを経て審議を行った結果、運

営は適正であるとの判断に至った。 

 天文科学館の運営は、施設の設置目的に合致しており、良質

な事業を行い、市民の要望に応える運営を行ったと考えられ

る。 

教育機関や地域、企業等との連携事業の実施や、動画配信サ

イトによる学習機会の提供をするなど、利用者及び視聴者の満

足度向上に力を注いでいる。 

 多彩な事業を開催し、展示やプラネタリウム投影では職員が

自主企画・制作・設置を行う事によりコスト削減を図っている。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により稼働率は低下して

いるが、昨年度よりも施設利用者は増加傾向にあり、アンケー

トによる満足度も非常に高く、利用者サービスの向上や科学館

の魅力づくりへの取り組みが評価できる。 

多彩なイベントを開催することで、再訪者の増加及び新規利

用者の開拓にも繋がっている。 

以上、天文科学館の運営全般においては良好であり、本委員

会として、全委員一致で「適正」であるとの結論に達した。 

 引き続き、天文科学館を設置目的に沿って活用し、施設の特

性や職員の能力を十分に発揮し、焼津市民の要望に応えられる

運営を行い、天文・科学に親しむ機会の充実を期待したい。 

 

 

 

 

適 正 



 


